
風倒木（多可町八千代区）�

浸水状況（豊岡市）�

ため池の決壊による道路分断（洲本市上内膳）�

土砂堆積状況（爽畑川：洲本市上内膳）�

浸水状況（家島港）�

山腹崩壊により河道が閉塞し，人家や農地が被災�
（朝来市和田山町竹ノ内）�

兵庫県では，自助・共助・公助の連携によって

自然災害に立ち向かうために，防災施設の整備に

加え，日頃から防災や減災に関する情報を県民と

共有し，一人ひとりが防災力を高めることによっ

て「減災社会」を実現することを目的とした「ひ

ょうご治山・治水防災実施計画（H１７～２７）」

を，平成１８年７月に策定しました。

１． 計画の特徴

! 全国ではじめての取り組み

! 平成１６年台風２３号災害では，流域全体で連鎖

的・広域的な被害が発生したことから，県土整

備部，農林水産部，防災部局などの連携により

http : //web.pref.hyogo.jp/wd03/wd03_000000003.html

自自治治体体のの取取りり組組みみ

ひょうご治山・治水
防災実施計画について

さかきばら とし お

兵庫県県土整備部県土企画局 技術企画課長 榊原 敏夫

図―１ 平成１６年の災害状況（森や山，川，海）
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森や山，川，海までのすべての風水害をとらえ

た流域全体の計画です（図―１）。

" ハード対策だけでは災害に対して限界がある

ことを示し，自助・共助・公助が連携すること

の必要性を踏まえ，具体的な方針などを示した

計画です。

ハード対策の限界

・土砂災害対策 約２８０年必要

・河川改修（１／１０確率の雨量への対策）

約１５０年必要

" 対象の風水害

土砂災害（森林，治山，砂防），洪水（河川氾濫，

内水，ため池），高潮，津波

# 計画の方針

! 風水害に対する減災対策を実施し，１０年後の

地域の姿を示します。

" 森や山，川，海の流域全体の視点で，土地利

用状況等を踏まえた総合的な対策を示します。

# 平成１６年台風２３号など近年の災害から明らか

になった新たな課題に的確に対応します。

$ 整備目標と整備の優先順位を明確にし，流域

全体で効率的かつ効果的な対策を推進します。

% ハード対策だけでは災害に対して限界がある

ことを全県民の共通認識とし，ソフト対策にも

取り組むことにより，「自助，共助，公助」で

災害に立ち向かう，兵庫独自の社会システムを

みんなでつくりあげる行動規範とします。

２． 森や山，川，海の防災・減災
対策

! ハード対策

防災実施計画で進めるハード対策は以下のとお

りであり，これらを流域全体で効率的かつ効果的

に進めることとしています。

! 森林対策（災害に強い森づくり）

防災面での機能強化が必要な１４，７００ha につい

て森林整備などを実施します。

" 土砂災害対策

土砂災害危険個所の被害想定区域内にある

１６，５００戸を守れるように，対策工事を推進しま

す。

# 河川氾濫対策

戦後最大洪水など流域特性を踏まえた治水安全

度を目標として，１１０kmの河川改修を推進しま

す。

$ 内水対策（下水道）

地域の特性を踏まえた整備目標を設定し，重点

的・集中的に浸水対策事業（１／５～１／１０年）を進

め，社会資本整備重点計画対象区域面積について

６７％の整備を目指します。

% ため池対策

４８３カ所の老朽化したため池に対して，決壊さ

せないため池整備を進めます。

& 高潮，津波対策

堤防，護岸の機能維持と信頼性の向上を目的と

して改良・補強（２５．２km）や，施設の耐震強化

を進めます。

" 総合的な対策

平成１６年台風２３号災害では，人工林の倒木，山

の崩壊，ため池の決壊，河川の破堤，田畑への土

砂流入など，森や山，川，海にわたって連鎖的か

つ広範囲な災害が発生しました。

このため，風倒木，林地崩壊，土砂流出の発生

などがあった流域では，下流の集落や道路などを

保全するため，森林整備事業，治山事業，砂防事

業が連携して実施するなど，森や山，川，海など

のハード対策を連携して進めていくこととしてい

ます（図―２）。

# ソフト対策

災害時に，県民や市町が的確に判断し行動に移

せるよう，以下のようなソフト対策に取り組むこ

ととしています。

また，平時から県民の防災意識の向上を図り災

害時に県民が的確に行動できるように，五つの自
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図―２ 森林・土砂災害対策の連携

図―３ 災害時に発信する危険情報
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然災害（洪水，ため池，土砂災害，高潮，津波）

について，危険個所や避難に必要な情報等を記載

したCGハザードマップを作成し，県のホームペ

ージで公開しています（図―４）。

３． おわりに

平成１６年台風２３号は，記録的な豪雨と強風によ

り，山の崩壊，風による人工林の倒木，ため池の

決壊，農地や河川，道路の被災等，流域全体にわ

たり連鎖的かつ広範囲に大きな被害をもたらしま

した。

このため，平成１７年１月には「災害復興室」を

設置し，農林水産部と県土整備部が連携して横断

的・総合的な復旧・復興対策を推進してきまし

た。今回の防災実施計画策定にあたっても，この

災害復興室における横断的・総合的な仕組みが大

きな役割を果たしました。

また，本計画を策定するにあたっては，「台風

第２３号災害検証委員会（委員長：独立行政法人消

防研究所理事長 室崎益輝）」の中に設置された

「治山・治水ワーキング部会」から多くの意見を

いただきました。

今後は，この防災実施計画を踏まえ，流域面積

が大きく重要な河川や事業中の河川などについ

て，流域ごとの森や山，川，海における平成２７年

度までのハードやソフトの具体的な対策と，それ

ぞれの自助・共助・公助の取り組みを示す「アク

ションプログラム」を策定し，県民に広く普及啓

発していくこととしており，自助・共助・公助が

連携した「災害文化」※を根付かせていきたいと考

えています。

※ 災害文化とは，過去に災害を受けたときの経験や，

そこから得た教訓を普段の生活に生かすなど，日頃か

ら家庭や地域において災害の教訓を語り継ぐととも

に，地域において防災・減災の知恵や方法を育み，次

の災害に備えることです。

図―４ 兵庫県ハザードマップのトップページ
（http : //www.hazardmap.pref.hyogo.jp/hazmap/top.htm）
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